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山
と
は
、
辞
書
を
ひ
も
と
く
ま
で

も
な
く
、
周
辺
の
土
地
よ
り
著
し
く

高
く
隆
起
し
た
地
塊
（
ち
か
い
）
で

あ
る
。
日
本
領
土
の
面
積
は
、
三
七
七
r

三
八
九
平
方

Km
で
あ
っ
て
、
そ
の
う

ち
平
野
部
は
九
一
了
九
―
二
乎
方

Km
、

山
岳
（
山
地
）
部
は
二
八
四
•
四
七

七
平
力

Km
で
、
山
岳
部
の
日
本
国
土

に
対
す
る
。
ハ
ー
セ
ノ
テ
ー
ン
は
、
実

に
七
五
，
三
八
％
に
も
逹
し
〈
建
設

省
日
本
国
土
地
理
院
調
査
昭
和
四
十

七
年
十
月
現
在
）
、
い
か
に
わ
か
国

土
が
、
山
岳
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て

い
る
か
が
わ
か
る
。

そ
の
多
く
の
山
の
中
で
、
世
界
的
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に
も
秀
麗
を
も
っ
て
名
高
い
の
は
、

駿
河
、
甲
斐
二
国
に
ま
た
か
り
、
静

岡
、
山
梨
の
県
境
に
そ
び
え
る
円
錐

火
山
、
富
士
山
（
標
高
三
口
七
七
六

m
)

で
あ
る
こ
と
は
‘
何
ひ
と
に
も

異
存
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

山
々
は
、
高
さ
や
形
状
に
よ
る
分

類
と
し
て
、
三
0

0
0
 
0
m
以
上
の

標
高
を
も
っ
て
急
に
そ
び
え
る
高
連

山
地
、
一

0

0
0
 
0
m
か
ら
二
令
。

0
0
m
程
度
の
中
連
山
地
、
五

0
0

m
ぐ
ら
い
の
低
い
山
丘
陵
地
に
分
け

ら
れ
、
あ
る
い
は
山
地
は
、
平
面
形

に
し
た
が
っ
て
山
脈
山
形
に
も
区
分

さ
れ
る
。
日
本
ア
ル
プ
ス
は
通
俗
的

な
地
名
で
あ
っ
て
山
系
と
み
て
、
そ

の
中
に
木
曾
山
脈
そ
の
他
を
含
む
。

ま
た
飛
騨
山
脈
の
中
に
は
、
立
山
連

峰
や
常
念
連
峰
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
、
最
大

の
関
心
事
で
あ
る
山
岳
の
気
象
観
測

に
つ
い
て
述
へ
る
こ
と
と
し
た
い
。

富
士
山
の
頂
上
に
‘
気
象
観
測
所
を

建
設
す
る
目
的
で
、
先
覚
者
野
中
到

氏
が
明
治
八
年
(
-
八
九
五
年
）
に

登
頂
し
た
の
が
最
初
で
、
気
象
観
測

が
実
現
す
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
困

に

難
と
、
尊
い
艤
牲
（
ぎ
せ
い
）
が
払

わ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
一
九
六
五
年
初
め
か
ら
、

富
士
山
頂
の
気
象
レ
ー
タ
ー
か
開
始

さ
れ
た
。
こ
れ
に
用
い
ら
れ
た
パ
ラ

ポ
ラ
d

ア
ン
テ
ナ
は
、
直
径
五

m
、

定
格
出
カ
一

0

五

0
0
憚
で
、
最
大

探
知
距
離
は
八

OOKrn
（
高
度
一
万

m
)

に
逹
し
て
い
る
と
し
る
さ
れ
て

い
る
。
山
が
人
種
の
分
布
や
文
化
の
移
動

に
、
大
さ
な
影
欝
を
及
ぼ
す
例
は
多

い
。
井
上
靖
先
生
発
表
の
西
域
物
語

に
あ
る
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
パ
ミ
ー
ル

を
経
て
、
天
山
に
つ
づ
く
高
山
地
‘

い
わ
ゆ
る
11

シ
ル
ク
P

ロ
ー
ド
11

に

よ
る
西
洋
文
化
と
東
洋
文
化
と
の
接

触
交
流
な
ど
は
、
最
も
顕
著
な
も
の

で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
山
を
背

景
と
し
た
山
岳
崇
拝
、
宗
教
‘
信
仰

登
山
は
、
世
界
的
に
も
有
名
と
さ
れ

て
い
る
が

(?e)
、
山
そ
の
も
の
が

聖
地
と
し
て
人
格
化
さ
れ
た
も
の
、

あ
る
い
は
、
山
の
量
感
、
威
厳
、
秀

麗
、
雲
霧
を
隔
て
て
接
近
、
ま
た
は

登
山
の
困
難
、
危
険
等
に
よ
る
崇
敬
、

辻

野

直

三

郎

山
が
神
霊
の
住
居
と
見
ら
れ
る
な
と
、

い
ろ
い
ろ
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
山
岳
宗
教
の
最
た
る
言
こ

も
の
と
し
て
、
近
畿
に
は
‘
大
和
の

大
峰
山
（
西
の
そ
き
、
東
の
そ
き
の

行
事
で
庶
民
に
恐
れ
ら
れ
て
い
る
）
、

奥
州
に
は
出
羽
三
山
（
羽
累
山
、
月

山
、
湯
殿
山
）
が
あ
け
ら
れ
る
（
即

身
成
仏
祭
祀
で
名
あ
り
）
か
、
い
ず

れ
も
、
往
時
よ
り
山
伏
の
修
験
直
と

し
て
の
霊
場
と
し
て
、
そ
の
名
を
な

し
て
い
る
。

山
に
よ
り
王
朝
に
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
、
近
畿
に
は
大
和
三
山
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
畝
傍
山
（
う
ね
び
）
一
九

九

m
、
耳
成
山
（
み
み
な
し
）
一
四

0
m
、
天
香
久
山
（
あ
ま
の
か
ぐ
や

ま
）
一
四
八

m
で
、
奈
良
盆
地
の
南

部
に
、
三
角
の
頂
点
を
な
し
、
対
立

し
て
処
在
す
る
歴
史
的
名
山
で
あ
る
。

こ
の
三
山
の
間
の
低
地
は
、
藤
原
京

の
あ
っ
た
所
で
、
王
朝
を
守
る
位
置

に
あ
っ
た
。
神
武
天
皇
を
奉
祭
す
る

樅
原
の
宮
の
地
で
あ
る
こ
と
は
‘
今

更
こ
と
あ
げ
す
る
ま
で
も
な
い
。

吉
野
山
は
、
南
北
朝
時
代
(
-
三

三
六

1
一
三
九
二
年
）
に
お
け
る
南

朝
の
所
在
地
と
し
て
有
名
で
あ
り
‘

桜
の
名
所
で
も
あ
る
。

，
花
書
よ
り
も
軍
書
に
悲
し
吉
野

山
11

と
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
王

朝
の
系
統
を
め
ぐ
る
悲
し
い
一
面
の

歴
史
の
地
で
も
あ
る
。
な
お
、
警
世

0
へ
〉
今

C.

よ
り
0

0

0

0

 

的
存
在
を
誇
示
す
る
活
火
山
と
し
て

は
、
阿
蘇
山
、
浅
間
山
は
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
名
山
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
山
岳
に
よ
る
恩
恵
と
し
て
、

降
雨
籠
に
よ
る
ダ
ム
建
設
で
、
渇
水

期
に
お
け
る
灌
漑
用
水
の
供
給
源
と

も
な
り
、
水
力
発
電
に
よ
り
文
化
に

貢
献
す
る
こ
と
も
、
非
常
に
大
な
る

も
の
が
あ
る
。

終
り
に
、
山
は
愛
す
へ
し
尊
ぶ
べ

し
、
山
は
恐
る
べ
し
軽
ん
ず
ぺ
か
ら

ず
、
山
を
富
ま
す
べ
し
、
山
に
よ
る

自
然
の
美
を
、
環
境
の
芙
し
さ
を
、

私
た
ち
日
本
人
の
、
身
心
の
や
す
ら

ぎ
の
地
と
し
て
守
り
た
い
も
の
で
あ

る

。

（

妄

言

多

謝

）

大
阪
府
衛
生
部
で
は
次
の
行
貨

を
行
な
い
ま
す
。

0

日
本
脳
炎
予
防
特
別
対
策

期

間

四

月

1
九
月

蚊
の
駆
除
指
導

予
防
接
種
：
．
七
月
末
ま
で

0

夏
季
食
品
一
斎
取
締
り

期

間

六

月

1
八
月

Q

全
国
愛
の
血
液
助
け
合
い
運

動

期

間

七

月

中
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